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しはじめに
本校は、平成6年度に「総合学科Jとしての「総合科
学科Jに移行した。
選択科目が多く、生徒の掌握が図難な「総合学科」に
おいては、全教職員が簡便に扱える情報処理システムを
仁j~l心とした生徒指導、教科指導が重要となる。
本校では、「総合科学科jの教科・科目の運営のために
開発した「多目的コンピュータネットワークシステムJ
を活用することにより、いつでもどこでもだれにでも扱
える「学務情報管理システムJを構築し、対応した。
本報告では、平成9年 1月に完成した新B館に対応し、
「学務情報管理システムJを再構築・改善したことと、
調査書作成上の留意点や、システム運用への理解が不一十
分な場合等運営i二の課題を発表する。
2. i学務情報管理システムjの特徴
「学務情報管理システム」は、「多目的コンピュータネ
ットワークシステム」と、その上で機能する一連の学務
情報処理データベース管理ソフト群により構成される。
( 1 )I多目的コンピュータネットワークシステムjの特徴
~1 に示す「多目的コンピュータネットワークシステ
ム」は、新B館に対応し、再構築・改善したものである。
新B館は、各階を 2ゾーンに分け各階各ゾーン毎に配
線管理室があり、各室街と標準で2本の内線電話・ネッ
トワーク兼用自己線で結ばれている。したがって、配線管
理室で切換えるだけで、各室毎に内線電話や生徒用ネッ
トワーク、学務用ネットワークの必要とする組み合わせ
が利用できる。
また、内線電話・ネットワーク兼用配線は、カテゴリ
ー5規格の配線で、データ転送速度100Mb P Sの高速L
ANに対応しているので、高速LANが必要になった場
合は、配線管理室の基幹ネットワークとハブを変更する
だけで容易に対応できる。
( 2) r学務情報管理システムjの特徴
本システムは、「いつでもどこでもだれにでも扱える」
システムを目指して構築したので、パスワード等は使用
しないが、ネットワークを生徒用と学務用の 2系統に分
けることにより、セキュリティ上の問題を解決している。
本システムでは、下の①~③に示す生徒の情報、科目
の情報、生徒の履修科目の 3つの基本データベースファ
イルを基に、出欠席管理用データベース、成績処理用デ
ータベースを自動作成し、指導要録、通知表、調査書等
を作成している。
①生徒情報データベース:入試処理データから作成す
る。氏名、ふりがな、住所等。
②科目情報データベース:教務部で作成する。科目名、
単位数、履修条件等。
③履修科目データベース:科目選択処理で作成する。
各生徒が履修する科目一覧。
出欠席管理や成績処理用データベースは、 1つのデー
タベースで l科目の情報を扱うので、必履修科目のよう
に4クラス分必要な科目等があり、200以上のデータベー
スが必要となる。したがって、これらのデータベースを
作成した後の、年度内の各種修正処理には、修正処理ソ
フトを作成して対処している。
特に、理科、芸術の必麗修選択科目については、選択
状況によりクラス編成を行い、成績処理用データベース
等を作成している。
3.調査書作成上の留意点について
( 1 )本システムにおける成績処理について
①評価は、教務内規にしたがい各教科・科目担当者が独
自に行う。
教務内規の抜粋
・単位不認定:評定 11J ...履修は認定
・履修不認定:評定「なしJ
・履修は、欠課時数が年間授業時数(単位数x35)の
3分の 1未満の場合に認定する。
ただし、通年科目の前期における履修は、欠課時
数が実授業時数の 2分の l未満の場合に認定する。
また、会議で「履修放棄jと認定された生徒に関
しては、この限りではない。
②成績の入力は、各教科・科目担当者が5段階評定で入
力し、他の人は変更できない。
③通知票・指導要録・調査書の「教科・科目Jの欄は自
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図1
動作成され、担任は所見等しか入力できない。
( 2 )調査書の作成について
①記載される評定は、成績処理において作成された通知
-指導要録と同一であり、いかなる操作もできない。
②本校の卒業条件は、|各教科・科iヨの単位数の合計約単
位以上を 61=[三次までに修得することjとしているので、
3年次に修得単位数が80単位未満の場合は、自動的に
4年次生となる。
③前期終業式終了後、通年科目の前期に評定r1 J、評定
「なしjをつけた各教科・科目担当者は、生徒に不利
益が生じないように、後期成績を勘案した見込評定に
変更し、後期評定入力持に再び元の評定に戻す。
(年間授業時数(単位数X35) の3分の l以上欠課し
た生徒および「履修放棄jと認定された生徒に関し
ては、この限りではない。)
( 3 )調査書作成方法の変更
平成 8年j支において、(2 )の③の処理が必要な生徒は
l、2名であった。平成9年度は増えそうであるが、 10
名にはならないであろう。
したがって、多大な労力を必要とするけ)の③の処理
の方法を以下のように変更した。
③前期終業式終了後、 3年次担任は、調査書を必要とす
る生徒の修得単位数が80単位未満の場合のみ学務情報
に変更し、後期評定入力時に再び元の評定に戻す。
( 4 )後期]科目の扱いについて
本校において、 3年次生が履修できる後期科目は時間
割外に開請される「野外活動B(スキー)J等の特設科目
のみで、単位数も少ないので余り問題にはならない。し
かし、もっと開設科目が多かったならば、前期に作成す
る調査書における後期科白の扱いは大きな問題になった
であろう。調査書に後期科目を記載する!療に、修得でき
た場合の単位数しか記載することができないので、受け
取る側の扱いが問題となる。
4. システム運用への理解が不十分な場合について
理科や芸術の必履修選択科目については、年次会がそ
れらの科白選択状況によりクラス編成を行う。また、日
本語(a)、日本語(b)等選択者が多く 2クラスで実施する
科目のクラス分けは科目担当者が行う。このような場合
に、初期設定と異なったクラス振り分けが行われると、
修正処理が必要となる。
表 lに平成9年度時間割の一部を示す。表の 1行自は
科白名で、 2行目は必履修科目の場合は履修するクラス
を示し、 3行iヨは選択生徒数である。
理科必履修選択科白は、 i物理 1AJ、「化学 1AJ、「生
物 1AJから 2科自選択するが、本校では例年「物理 I
管理部に通知し、学務情報管理部において評定 r2 J AJ 選択者が少なし」したがって、「物理 1AJを2クラ
表 l 平成 9年度時間割の一部
E里 科 一7工+ZE- f指
日程 F畏 専任 A 専任 B 専任 C 講師 A 講師 B 講師 C 講師 D
~ミ""'"ミ~ミ，、ζIミヨ
3 物理 1A 化学 lA 生物 1A 音楽 I 美術 I
火 1 C D 1 D 1 C 2 C D 2CD 
4 3 3名 2 0名 2 7名 4 2名 3 8名
5 ・ 化学 lA 生物 1A 
水 1 C D 1 C D 
6 4 0名 4 0名
物理 lA 化学 lA 生物 lA
木 1 A B 1 A 1 B 
2 3 5名 2 2名 2 3名
3 化学 lA 生物 lA 音楽 I 美術 I 書道 I
金 1 A B 1 A B 2AB 2AB 2AB 
4 4 0名 4 0名 2 1名 3 5名 2 5名
※表 1行自:科目名， 2行自:履修クラス， 3行自:選択生徒数
O理科必履修選択科目: i物理 1A J ， i化学 1A J ， i生物 1A Jから 2科目選択。
※本校では例年「物理 1A J選択者が少ない。
。芸術必履修選択科目 i音楽 1J， i美術 1J， i書道 1Jから 1科目選択。
※本校では例年「書道 1J選択者が少ない。
A組 3科呂展開 2科目展開
生徒 A 化学 生物
生徒 B 化学 生物
生徒 C イヒ 生物
生徒 D 物理 生物
生徒 E 物理 化学
B組 3科目展開 2科 B展開
生徒 F 生物 化学
生徒 G 生物 化学
生徒日 物理 化学
生徒 I 物理 生物
生徒 J 物理 生物
受講数
※ 3科自展開:理科必震修選択 3科目を開講し， 2クラス合同で選択履修する。
物理を選択しない生徒は， A組では化学， B組では生物を受講する。
※ 2科自展開:化学，生物の 2科目のみ開講し， 2クラス合同で選択履修する。
化学，生物受講者数が向数となるよう物理選択者と選択しない生徒
をクラス分けで調整する。
図2 理科必覆修選択を考慮したクラス分け
スのみ開講し、他は 4クラスずつ開講している。
芸術必履修選択科目は、「音楽 1J， I美術 1J， I書道 1J 
から l科目選択するが、本校では例年「書道 1J選択者
が少ない。したがって、「書道 1JをA.B組合同の lク
ラスのみ開講し、他は 2クラスずつ開講している。 1年
次から 2年次へのクラス分けでは、「書道 1J選択者は必
ずA.B組になるようにする。
ここで、理科必履修選択を考慮したクラス分けを図 2
に示す。図で、 3科目展開とは、理科必履修選択科目を
3科目全て開講し、 A.B、C.Dの組み合わせで、 2
クラス合同で選択履修する。 A.B組の物理を選択しな
い生徒は、 A組では化学、 B組では生物を受講する。こ
れにより、クラス単位では 2グループに分かれるだけで
よいので煩雑にはならない。 2科目展開は、化学、生物
の2科目のみ開講し、 2クラス合同で選択藤修する。し
たがって、理想としては受講者数を40人ずつにしたい。
図に示すように、クラス分けで物理選択者と選択しない
生徒を交代し調整するとよし」
ここで表 lの火曜日 3・4限の化学、生物の履修クラ
スに注自すると、化学はD組、生物はC組となっている。
しかし、平成8年度までは化学はC組、生物はD組であ
った。これは、年次会が行うクラス編成において、初め
は忠実に守られていた方法が、慣れからくるどちらでも
同じではないかという思い込みにより行われてしまった
ためである。
また、選択者が多く 2クラスで実施する科自のクラス
分けにおいて、コンピュータ処理後に科目担当者が再変
更したい場合は、処理が煩雑になってしまう。
5.おわりに
本システムは、全教職員が簡便に扱える、通知票や調
査書の作成が衛l格化された、生徒の出欠状況が鎚時把握
できるようになったという評価を得ている。また、科目
選択処理等生徒用ネットワークとの共用において、セキ
ュリティ上の問題は起こっていないので、現在の利用状
況では効果的なシステムと考えられる。
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